新カワサキトリプルH2

「もしももう一度マッハが作られるなら」

1章　外観
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写真１　７５０ＳＳ　キャンディゴールド　71年
三気筒シリーズがＺシリーズに移行するところで登場
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写真2　サイドから見るとエンジンとフレームの間には隙間がある

タンクにＫＡＷＡＳＡＫＩ　サイドカバーに車種（現在は社名はタンクにない）

[image: image3.jpg]



写真3　前方から見るとシリンダーから出たマフラーが後方に滑らかに流れる
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写真4　左右アシンメトリックなマフラーの配列
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写真5　特徴的な空冷エンジンフィン
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写真6　目の高さから見た左サイドビュー
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写真7メーターは独立した左右コンビネーション（Ｗ６５０と同様）
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写真8　当時目をひいたテールカウル
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写真9　500ＳＳ通称えぐりタンク　69年　キャンディレッドとグレーもある
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写真10　シリーズで最も人気が高いディテールは　このリブつきタンク
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写真11　これ大型バイクですか？と感じる華奢さとフレーム～エンジンのスカスカ感
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写真12　美しいキックペダルと　エレクトロイグニッションのマークも人気

オイルタンクは金属製
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写真13　Ｓメーターは80キロから赤く塗りわけ
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写真14　マフラーはＨ２と後ろに流れるラインが少し異なる
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写真15　シートはシンプルで銀モールとロゴ入り
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写真16　レフトビュー　サイドカバーは立体エンブレム

2章　新型マッハへの提案
提案1　ターゲットはおじさん　　「ハイ・ターゲット」とは

提案2　「子供向き」と「子供だまし」のちがい

提案3　とにかく特化！　他にない唯一絶対のコンセプト

では実際にはどういうバイクがいいのか？

世界的にも唯一無二のオートバイを作成する。　一見少数派に見える層に特化したバイクを作ると　その層からは雪なだれ式に広い支持を受けることができる。

基本　三気筒120度クランク　マフラー三本だし　そして始動はキックのみとする。

理想は　2ストローク三気筒空冷エンジン　900ＣＣ（一気筒300ＣＣ）

今一度マフラー触媒などを用いて2ストローク車両で環境制限をクリアできないか検討してみる。
もし実現することができれば　世界の一大オートバイメーカーが　性能に対してのみならず　乗り味やフィーリングにあわせた環境対策エンジンを作ることができた！と評価される。

オートバイは単なる移動の手段ではなく　乗り味や旅の楽しみを味わう「嗜好品」であること。　単なる移動手段を求めるならば皆ビッグスクーターやクルマを求めるはず。

２ストローク車が無理であれば　４ストロークＤＯＨＣ三気筒　１２０度クランク　マフラー三本出し　排気量は　たとえば　Ｈ１と呼ばれるものは６５０ＣＣ三気筒で　Ｈ２と呼ばれるものは１０００ＣＣ三気筒。外装は過去の５００や７５０をオマージュしたものにする。

もしくは同系統別エンジン別車体のものをラインナップするリスクを避けたいならば１０００ＣＣ三気筒で出すが　外装はバリエーションとしてＨ１ルックスのものやＨ２ルックスのものをイヤーモデルとして少しずつマイナーチェンジの形で継続していく。
3章　ではどういうバイクが人気が出るのか？
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写真17　ザンザス

ザンザス400「よみがえった4ストロークマッハ」1992年から1995年にかけて製造　販売台数2605台
右写真はＺＲ1000Ａ　
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写真18 Ｗ８００

Ｗ６５０は中々に評判が良かったところ　環境問題をクリアできなかったのかゼファー７５０と一緒にラインナップから外れて

「それほど環境対策は大変なのか？」と感じた。　８００ＣＣインジェクションで復活。
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写真19　キック始動

先に提案した「おじさんに特化したバイク」とは？
「おじさん」は「そのまま乗ってきた」組と「かつて乗っていた」組に分かれるが　二者に共通するのは何かの機会に

「係長って本当はバイクに乗るんだ！」

とスクーター・イヤホン・短パンで走りまわっている連中に言って欲しくてしょうがない点。　おじさんの対抗馬は３５歳回って免許とって即ハーレーやドカを買って週末はライダー面している連中であり　苦々しく横目で見ている。　おじさんは心のどこかで

「そんなの乗っているとはベテランですね」

と言ってもらいたくてウズウズしている。

「おじさんに特化したバイク」とは「おじさんがベテラン面することができるバイク」と言って過言でない。

ベテランの自意識が開花するのはエンジン始動であり　最もバイクに乗って遊ぶのに所謂「儀式めいた」楽しみを演出するのは他ならないキックスタートだと思われる。
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写真20　キックペダル
Ｈ１ではキックペダルを出すだけで始動できるがＨ２はさらにステップを立てる必要がある。　それでも面倒だと感じたことがない。
Ｗ８００ではキックペダルを省略した一方では　新カワサキトリプルではセルスターターを省略し軽量化とコストダウンを図りＷのユーザーとすみ分けをする。　車体が売れれば次のモデルチェンジでセルを搭載すればよし。
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写真21　シンプル
シンプルで美しいキックペダルをおごってやってください

4章 ギミックのすすめ
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写真22　スターター

おじさんに特化したバイクなので　おじさんの好きなものをたくさん盛り込む。おじさんは若い人にはわからないギミックが大好き。

「キックしてエンジンをかけることでバイクと対話」するおじさんの大好きなチョークレバー。
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写真23　ティクラー
これもおじさんにしか知らないギミック。インジェクションにはつけられないので参考までに。
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写真24　デコンプレバー＆進角レバー
4スト3気筒で作成するならばＳＲ５００やＸＳ１に使われていたデコンプレバーもキック始動の助けになる。進角レバーで始動時だけ点火時期を遅くしてキックするというギミックもおじさんキラーになるに違いない。
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写真25　Ｈ１Ｅスイッチ

これはわたしが企画作成した初期５００用ＣＤＩユニットで　オリジナルは上死点前２５度で固定進角のところ　マイコン制御の利点を生かしてスイッチで点火時期固定と後期型と同様の４度進角を実現し走行フィールが変化すると好評を得ている。　また初期Ｈ１と同様にキーをひねるとツー音が小さな音で鳴るのも欠かせない聴覚ギミックである。
5章　エンジン外観
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写真26　エンジンの外観は大きなポイント

もちろんエンジンフィンの造形が美しい空冷エンジンが望ましいが　もしも水冷エンジンにするならばもはやＺ１３００やＧＴ７５０のエンジンのように潔くフィンは省いてアルミ地の美しさを生かした表面で円形の滑らかな水冷シリンダーが望ましい。（ＣＢのような空冷っぽく見えるような工夫はむしろマイナスだという意見が多い）
5章 外装について
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写真27　カラーバリエーション

カラーバリエーションに関しては当時イヤーモデル制であったことから豊富であり　マイナーチェンジによるカラー変更も可能。

市場ではＨ２のカラーリング・スタイリングよりも実は初期Ｈ１が人気が高い。特にタンクにリブがついたエグリタンクと称されるものは最も人気があり最初はこれを基にしたスタイリング　カラーリングをお勧めする。　リブつきタンクはのちにリブのない成型にかわりオレンジにレインボーラインを施したものに移行するがＡ１のカラーリングなどもシンプルでよく似合う。一方ではフルカウリングのＨ２Ｒのルックスも人気が高くスペシャルモデル限定として販売すれば購買意欲をかきたてられる向きもあるかと思われる。
6章　パブリックについて
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写真28　彼のオートバイ彼女の島

中古車市場においてＷ１ＳＡよりもＷ３が人気があるのはなぜか？

ダブルに乗りたい動機に片岡義男の影響があまりに大きいから。

Ｗ６５０のイメージキャラクターに何故に竹内力と原田貴和子を使わなかったのか？
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写真29　人造人間キカイダー　サイドマシンと白いカラス

Ｈ２に乗りたい人は少なからず「白いカラス」のイメージを引きずっているので　石の森プロとタイアップしてイメージキャラを描いてもらう　もしくはオマージュとしてニオイだけさせてノータイアップで　サブリミナルに盛り込む。
終わりに
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昨年マッハⅢはデビュー40周年を迎え　一時期の淘汰期を乗り越えたファンはむしろ過去よりも熱くカワサキオートバイを支持しています。今回提唱させていただいた世界唯一にして最大排気量2ストロークオートバイは時代に逆行していると思われるかもしれませんが　現在の技術をもってすれば環境基準に適合した2ストローク車を作ることも可能で　その試行錯誤を通して完成させる時が来たら　恐らくはデザインする部署　また販売する部署　また購入して走って行く者にとっても

「何故に世界のオートバイは進化したにもかかわらずつまらない退屈な存在になっていったのか」

を明確に俯瞰することができるのではないかと思います。

我々ファンはホンダやヤマハ　ましてスズキにはそれを成すことはできずカワサキにのみ　カワサキだからこそそれを可能にすることができると信じております。

大阪マッハクラブ

白山仁朗
